
1．研究の背景と目的

平成24年に文部科学省によって「大学入学者選抜
の改善をはじめとする高等学校教育と大学教育の円滑
な接続と連携の強化のための方策（諮問）」1）が発表
されて以来，現在まで「高大接続改革」をめぐり，高
等学校の教育課程や大学入試制度，大学教育での方針
が見直され，着実に「高大接続改革」2）を遂行するた
めの検討・取組がなされている。

文部科学省は「高大接続改革」について以下のよう
に説明している。

 グローバル化の進展や人工知能技術をはじめとす
る技術革新などに伴い，社会構造も急速に，かつ
大きく変革しており，予見の困難な時代の中で新
たな価値を創造していく力を育てることが必要で
す。このためには，『学力の3要素』（1．知識・
技能，2．思考力・判断力・表現力，3．主体性を
持って多様な人々と協働して学ぶ態度）を育成・
評価することが重要であり，義務教育段階から一
貫した理念の下，「学力の3要素」を高校教育で
確実に育成し，大学教育で更なる伸長を図るため，
それをつなぐ大学入学者選抜においても，多面的・
総合的に評価するという一体的な改革を進めてい
く必要があります。3）

すなわち，「高大接続改革」とは，高等学校教育で
の学びと大学教育での学びとを円滑に接続するために，
高等学校教育，大学入試での評価のあり方，大学教育

の三つの側面を一体的に改革することであるといえる。
この改革に関わって，高等学校と大学の連携を企図

した先行研究を確認する。高等学校と大学とが連携し
て行う授業（以下，高大連携の授業とする）の実践報
告や先行研究は，管見による限り教科・科目を問わず
いくつか見られる。上記の諮問が発表された平成24
年以前からすでに高大連携の授業に関する実践が行わ
れていたことが確認できる。

特に，高大連携の国語の授業実践に関する先行研究
を取り上げると，大滝一登氏による「高等学校におけ
る国語表現指導の可能性と課題　̶高大連携授業での
ディベート指導を例として̶」4）と，鈴木宏子氏によ
る「古典和歌を詠もう　̶高大連携授業における実践
とその分析̶」5）がある。上記の他にも，富樫千紘氏6）

や寺島徹氏と樋口敦士氏7の先行研究がある。
大滝氏は国語表現分野を担当する大学教員である。

授業実践の前半では，大滝氏が高校生17名を対象と
したディベートの知識的，実践的理解を目指す講義を
大学で行っている。後半では，生徒がディベートを行
い，その後ディベートを録画したビデオを生徒自身が
視聴することで振り返りを行っている。このような大
滝氏の先駆的な授業実践は，高度に専門性を有した大
学教員による高校生への授業実践が可能であるという
ことを示してくれている。

次に，鈴木氏は古典文学を担当する大学教員である。
授業実践の内容は，鈴木氏が実際に高校へ赴き，和歌
における修辞法に関する授業を行うというものであ
る。授業の後，鈴木氏は高校生に「恋もするかな」と
いう決まり文句を第五句で用いて和歌を詠むという課
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題に取り組ませている。このように専門性の高い大学
教員が高等学校へ赴いて授業を行っている点は，高大
連携の授業のあり方として参考にしたい点である。

これらの先行研究の成果に加えて，高等学校での学
びと大学での学びとを円滑に接続し，高校生が大学で
の知見を得られるような高大連携の授業を行うことが
有効であると考える。なぜなら，こうした授業は，高
等学校での学びに大学で学ぶための導入となる側面を
付加し，高等学校から大学までの学びに連続性をもた
せることが可能になると考えられるためである。

ただし，高等学校の段階では，学習指導要領に示さ
れている学習内容に準拠して指導することが求められ
る。そのため，高等学校の国語科教育において指導可
能な内容を大きく逸脱した学習活動が現実的なもので
あるとは言い得ない。

こうした学習者の現状を踏まえ，テクスト論的な読
解を導入することで，高等学校の学びをより豊かなも
のにできると考える。学習指導要領に沿った読解を，
より発展させることが高大連携の授業の意義でもある
からである。

そこで，本研究では梶井基次郎「檸檬」を用いた研
究授業を実施することで，高等学校での学びに大学の
知見を加えた高大連携の授業のあり方を模索する。以
下に具体的な研究の流れを示す。

まず，梶井基次郎「檸檬」を現在の文学研究の観点
から分析し，学習指導案を作成する。その後，学習指
導案にしたがって研究授業を実施し，授業を終えた段
階で生徒を対象にアンケート調査を実施する。次に，
生徒の授業中の発言やワークシートの解答，アンケー
ト結果を整理，分析する。最後に，本研究で行った高
大連携の授業の成果を総括する。

なお，本授業の立案，指導案の作成，アンケート調
査の分析については，奥田，久田，小久保が共同で行っ
た。実際の授業は，愛知教育大学附属高等学校の文系
コースに所属する3年生82名を対象に，奥田が実施し
た。また，愛知教育大学附属高等学校教諭の横井健先
生にはご協力いただき，ご助言を仰いだ。

本稿は，まず久田が作成し，奥田・小久保のコメン
トをもとに大幅に改稿を施したものである。

2．文学研究をもとにした教材研究

本章では，学習指導案を作成するのに先立って，文
学研究の観点をもとに「檸檬」の教材研究を行う。

研究授業の前に，横井健先生が通常の現代文の授業
で生徒に「檸檬」の指導を行った。その際，指導は7
つの段階に分けて行った。始めの段階では，「檸檬」
が6つの場面に分けられることを確認した。また，小
説を読むための6つのポイントを確認し，生徒に学習
の見通しをもたせた。具体的には，⑴「状況設定」を

確認する，⑵「場面構成」を確認する，⑶「中心人物
の変化」を確認する，⑷個性的な「描写」や優れた「表
現」「イメージ・象徴性」を読み取る，⑸作品のテー
マ（主題）に対する解釈，⑹作品に対して自分の「意
見」「考え」を持つ，の6つである。

次の段階では，観点を意識して感想を書く活動に取
り組んだ。その観点とは「檸檬」を読んで面白いと思っ
た場面や，疑問を持った場面などである。学習活動を
終えた後，生徒が挙げた「わからない・疑問を持った
場面」を調査したところ8），レモンや「丸善」といっ
た記号に関するものから，文章中の表現や「私」の心
情，物語内の空間の問題まで幅広く疑問点が挙げられ
ていた。

3つ目の段階では，場面展開ごとに中心人物である
「私」の行動や心情を把握することで，「檸檬」の構成
を確認し，梗概を整理した。こうした段階を経て，4
つ目の段階では「私」の設定とその効果について確認
し，場面の変化に沿って「私」の心情の変化を整理した。

5つ目の段階では，「私」と対比的な人物の様子を
二点挙げ，この人物の効果を読み取る活動を行った。
また，レモンが日本に輸入されたものであることを確
認し，レモンの爆破について考える活動も行った。そ
のうえで，6つ目の段階では「丸善」が何の象徴か，「檸
檬」の主題は何かを考えた。最後の段階では，各生徒
は考えた「檸檬」の主題についての発表を行った。こ
うした学習活動の中で，生徒はレモンと西洋的近代の
問題との関わりに気づくことができていた。

このような生徒の疑問点や能力を踏まえ，文学研究
の観点から「檸檬」の教材研究を試みた。分析する際
に，作家である梶井自身が「丸善」に並べられた西洋
の舶来品を好んで眺めていたという作家情報を重視し
た。作家情報をもとに，「私」の「丸善」への印象の
変化について分析した先行研究には，神田由美子氏の

「梶井基次郎「檸檬」の丸善」がある。
神田氏は「「檸檬」執筆当時の梶井のこの二律背反的

な精神状態が，作品世界の二元論的構造を支えている」9）

と述べており，作中における「私」の描写から梶井の「丸
善」に対する心性を，次のように考察している。

 丸善を媒介とする現在の〈私〉と以前の〈私〉の
この二元論的描写には，当時の梶井の丸善へのそ
して丸善が象徴する西洋的近代への強い愛憎が反
映されていたと言ってよいだろう。10）

神田氏の梶井が抱いていたとする「西洋的近代への
強い愛憎」は大変参考になる分析結果である。

そこで，本研究では神田氏の述べる「西洋的近代へ
の愛憎」を，梶井の精神状態としてではなく，「檸檬」
という作品全体における一つのテーマとして敷衍する
分析へと発展させた。その際，生徒が疑問点に挙げて
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いた丸善を含む京都という都市空間を分析の観点に加
えた。その結果，「檸檬」には以下の二点に「西洋的
近代への愛憎」を読みとることができると考察した。

一点は，「私」が日本文化を代表するような「蒲団」
や「蚊帳」などを好む一方で，明治以降に西洋から日
本に輸入されたレモンを握ることで幸福感を覚えると
いう，物質に対する「西洋的近代への愛憎」である。

このことは，「私」がこれまで好んで握っていたレ
モンを，「丸善」の洋書で築いた「城」に置いて爆発
させる場面にも表れている。「私」が「丸善」の洋書
を積み上げ，「奇怪な幻想的な城」の頂点に「檸檬を
据えつけ」るという行為が示すのは，「城」や「洋書」
といった西洋的近代を象徴する物質を「私」が志向し
ているということである。ここに，「私」の西洋的近
代への愛情が見られるのである。

しかし，その直後，西洋的近代の象徴であるレモン
によって「奇怪な幻想的な城」を破壊しようとする「奇
妙なたくらみ」に，「私」は動揺する。ここには，「私」
が「奇怪な幻想的な城」を造ろうと想像する一方で，

「私」の内面にあった西洋的近代への憎悪が，破壊へ
の想像という形で不意に表れているのである。

このように，「丸善」で「私」が閃いた二つの想像
から，物質に対する「西洋的近代への愛憎」が表現さ
れているといえる。

もう一点は，都市空間に対する「西洋的近代への愛
憎」である。現在の「私」が好む場所は「裏通り」で
あり，「出来ることなら京都から逃出して誰一人知ら
ないような市へ行ってしまいたかった」と，京都とい
う場所に「私」は拒否感を露わにしている。「私」が「裏
通り」を好みつつも，京都を拒否している理由には，
京都の街並みが関係していると推測される。「檸檬」
が発表された当時の京都に関して，本田孔明氏は以下
のように述べている。

 大正四年当時の地図を見ると，三条通は縦に交差
している堺町通から寺町通にかけてが，輸入雑貨
などを扱う店の集中していた場所であったことが
わかる。「丸善」とは，こうした表通りに面して，
西欧の文物を取り扱う店の中でも代表的な存在で
あったといえる。11）

このように，「丸善」は「表通り」に面しており，
西洋文化を扱う代表的な店である。しかし，現在の「私」
はそこを「重くるしい場所」として拒否しているので
ある。このことから，「私」が「裏通り」を好み，「表
通り」にある「丸善」を拒むところに西洋的近代への
憎悪が読み取れる。

一方で，生活が蝕まれる以前の「私」は「丸善」を
好んでいた。この頃の「私」は，「丸善」の商品を「見
るのに小一時間も費やすことがあった」のである。つ

まり，以前の「私」は西洋文化に触れる場として「丸
善」を捉え，好んでいたのである。そのため，以前の

「私」には西洋的近代への愛情があったといえる。
このように，現在の「私」と過去の「私」との比較

から，京都という都市空間に対する「西洋的近代への
愛憎」が見られる。

したがって，「檸檬」を梶井基次郎の作家情報や当
時の京都に関する同時代の資料をもとに分析すること
で，「私」は「西洋的近代への愛憎」を抱いていると
いえる。さらに，「西洋的近代への愛憎」は，「私」が
好む物質や，「私」と京都という都市空間との関わり
の中に読みとることができると考察する。

3．研究授業の実施

（1）学習指導案とその実施
本章では，前章で述べた教材研究をもとにした学習

指導案を示し，実施した研究授業の様子について説明
する。次頁に，50分間に行う主な学習活動や発問，
指導上の留意点などを示した学習指導案（資料1）を
掲載する。

まず導入では，文学研究の変遷について説明した。
作品の中に作者の意図と真実を解読しようとする古典
的な文学批評から，ロラン・バルトが提唱したテクス
ト論への変遷について言及した。そうすることで，作
者の意図を離れ，自由に解読することが可能だと考え
た。そこで，生徒が文学研究を体験できるよう，「檸檬」
と比較分析する作品として，高村光太郎の「レモン哀
歌」を扱った。この詩は「檸檬」と同時期に発表され，

「檸檬」と同様にレモンが重要な位置を占める詩であ
る。これら二つの作品を比較検討することを通じて，
簡単に文学研究を体験するという導入を考案した。
「レモン哀歌」は恋愛をテーマとした詩であり，高

村光太郎の妻が臨終を迎える病床でレモンを噛んだこ
とで，一瞬意識が正常となったという内容である。恋
愛という概念は西洋を起源とするものと言われてい
る12）。その意味で，この詩ではレモンと恋愛とが関連
づけられており，そこに近代性を読みとることができ
るのである。

一方で，「檸檬」には作品それ自体に恋愛が関係し
ておらず，漢字で「檸檬」と表記されていることから，
この小説には西洋的近代との切断が示唆されていると
考えることができる。

このような導入を踏まえ，主発問として「私」が「丸
善」をレモンで爆破しようとしたことは，本作品の中
でどのような意味をもつのかを考えさせることとした。

そのため，主発問を考える際に必要となる情報を記載
した資料（資料2）を配布した。また，生徒が主発問や
次に提示する発問に解答したり，他の生徒の意見や指
導者の解説を聞いてメモしたりする欄を設けたワーク
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シートも必要であるため，資料3のように作成して配布
した。

次に，主発問で考えたレモンの爆発と，「檸檬」の
舞台である京都との関わりを考える発問を設定した。
主発問の解答をもとに，生徒が再び「檸檬」の物語全
体を俯瞰して思考することを促す目的の問いである。

しかし，実際の授業では生徒が主発問を考えられる
ように，物語内容のどこに焦点を当てれば良いかを説
明する必要があり，生徒が主発問を考えるまでに想定
よりも大幅に時間がかかった。そのため，指導者は発
問を考えるための手がかりとなる知識や着眼点を説明
し，各生徒はワークシートに自らの意見をまとめただ

資料 1　研究授業の学習指導案

本時の学習指導　展開（50分）

備考
・ 梶井基次郎の作家情報と檸檬の来歴の要旨が記されたプリントとワークシート，高村光太郎の「レモン哀歌」の

テキストを人数分準備する。
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けであり，その意見を発表するには至らなかった。

最後のまとめでは，高等学校までの物語の読み方と，
大学で学ぶ作品の読み方を改めて明確に説明すること
とした。その後，生徒は本研究で行った研究授業を通
して，これまでの国語教育と大学での学習との比較や，
高大連携の授業に関して抱いた感想を書くこととした。

しかし，実際の授業では時間の都合上，生徒が授業
中に感想を書くことができなかった。そのため，授業
後ワークシートに感想を書いて提出するように，生徒に
指示していただくことを横井健先生へ依頼した。その
後，横井健先生を通じてワークシートの回収を行った。

以下に研究授業で使用した資料（資料2）とワーク
シート（資料3）を掲載する。配布資料の内容に関し
ては，「梶井基次郎の生涯」，「梶井基次郎が好きだっ
たもの」，「檸檬の来歴」，「丸善の歴史」の四点の要約
である。

（2）授業中の生徒の発言
前節でも述べたが，主発問に至るまでに，生徒に「檸

檬」が発表された当時の日本におけるレモンのイメージ
を説明した。その際，生徒が説明内容や本文の内容を

理解できているかを確認するために補助発問を加えた。
具体的には「レモン哀歌」と「檸檬」それぞれにおけ
るレモンに関わるイメージの違いや，「檸檬」における
西洋的近代を象徴するもの，日本文化を象徴するもの
を確認した。そうした発問や主発問に対する生徒の発
言を本節で確認し，実際の授業での実態を明示する。

ただし，主発問以降の問いに関しては，時間の都合
上生徒の意見を発表させることがなかったため，割愛
する。当初予定していた二つ目の発問に対する生徒の
解答は次章で参照することとする。

まず，「レモン哀歌」におけるレモンはどのような
イメージか尋ねた。この発問は，なぜ「レモン哀歌」
ではレモンが用いられているのか，という意図でなさ
れたものであった。

この発問に対する生徒の解答は，「レモンだったら
みかんの方が良い」と「最期の奥さん用」であった。
ここで生徒の「みかんの方が良い」という自由な発想
による解答も見られたが，生徒はレモンが奥さんの臨
終のために用いられたと気づいた。それによって「レ
モン哀歌」におけるレモンは当時西洋から日本に輸入
された純愛，恋愛のイメージの象徴という解説を加え
るに至った。

この発問を踏まえ，次に「檸檬」におけるレモンの
イメージを問うた。この発問によって，生徒が日本文
化を好む「私」に注目して主発問へと移行することを
期待した。そのために説明を加えつつ，学習内容の理
解度を確認するために適宜細やかな発問を行った。
「檸檬」におけるレモンのイメージに対する生徒の

解答は，「いい色」や「重さがいい」，「冷たさ」といっ
た文章に書かれているレモンの特徴であった。このよ
うにレモンの特徴を見る視点から新たな視点へと移行
させるために，「私」が心惹かれているものに注目さ
せると，生徒は「みすぼらしいもの」と答えた。

その次に，作中に登場する都市の名前に注目させる
と，「書いていない」と答える生徒もいたが，「仙台と
か長崎」と適切に内容を把握できている解答が見られ
た。さらに，その都市にあるものは何かと問うと，「が
らんとした旅館の一室。清浄な蒲団。匂いのいい蚊帳
と糊のよくきいた浴衣」と答えた。そうした物から何
を連想するかと問いかけると，生徒は「日本」と答え
ることができたため，「檸檬」には日本文化に関わる
物質が登場していることまで理解できていることが明
らかとなった。

ここまでに「レモン哀歌」と「檸檬」それぞれにお
けるレモンのイメージを確認し，次に両作品における
レモンの違いについて気づいた点を発表させた。する
と生徒は「片仮名と漢字」と答えた。続けて生徒に片
仮名と漢字の違いについて尋ねると，「片仮名を西洋，
漢字を日本」と答えた。この点については，「檸檬」
では日本風の漢字表記を当てはめており，西洋のもの

資料 2　実際に配布した資料

資料 3　授業で使用したワークシート
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を東洋の文脈の中に置き換えていると説明した。
このように西洋のものを好きであった「私」が，現

在は和風のものを好むようになっている内容を生徒が
概ね理解できていることを確認したうえで，主発問へ
と移行した。

主発問に対する生徒の解答は次の三つであった。
・自分が以前好きだった西洋のものを積み重ねて，そ

の上に檸檬を置いて爆破させる想像をすることで，
過去に好きだった西洋文化を自分の中から完全に消
し去ってしまおうという考え。

・檸檬は，自分の心を考えているから，西洋を想像す
ることで自分にまとわりつく不吉な塊を消し去った。

・檸檬を手に入れたことで，憂鬱な気がしてかろやか
な興奮がかえってきたことにより，（爆破すること
で）無限の可能性を手に入れた。
二つ目の意見は国語教育で小説を扱う際に，登場人

物の心情を読み取らせる指導方法の結果を反映したも
のだといえる。この二つ目の意見に，「檸檬」が書か
れた当時の時代背景をもとにして分析するという新た
な視点を加えたものが，一つ目の意見だといえる。「私」
の心情把握の観点では，三つ目の意見も二つ目の意見
と同様だが，この意見を支えるだけの根拠が作品や当
時の時代背景，作家情報にはない。そのために三つ目
の意見を発表した生徒に意見の根拠を答えさせようと
したが，時間の都合上，割愛した。

4．研究授業の実施結果

（1）ワークシートにおける主な生徒の解答
本節では，前節では取り上げられなかった他の生徒

の意見を，ワークシートに記載されているものをもと
に確認していく。ただし，ワークシートの最後の感想
などの自由記述欄に書かれていた内容については，次
節で述べるアンケート調査の結果と同様のものであっ
たため，割愛した。

問一における解答を確認する。ワークシートにおけ
る発問は，「「檸檬」において，語り手が檸檬で丸善を
爆破しようとしたことは，本作品の中でどのような意
味をもつのであろうか。自分の考えたことを上の枠に，
他の人の意見や説明を聞いて気づいたことを下の枠に
書こう。」である。ここで「語り手が」となっている
のは「語り手である「私」が」と修正すべきであった。

この設問において最も多かった解答は，「私」の中
にある西洋を好んでいた過去の自分を，レモンの爆破
によって消し去ろうとしたというものである。この西
洋と日本文化との対立が「私」の心情や内面に関わっ
ているという分析は，主発問に至る説明を根拠にした
ものといえるであろう。

次に多かった解答は「檸檬」の作品自体に関する内
容である。こちらも西洋と東洋・日本文化との対立を

読み取り，「檸檬」には西洋に対する批判意識がある
というものであった。この解答は作品を通じて表現さ
れていることを読みとったものであるため，文学研究
に近いアプローチによるものであるといえる。

その他に関しては，西洋を東洋や日本文化によって
上塗りするという解答だが，これは指導中のレモンを
漢字で表記することで西洋を和風なものに変えていく
という説明をそのまま用いたものだと考えられる。

問二における解答を確認する。ワークシートにおけ
る発問は，「最後の一行で語り手が京極へと下ってい
く場面があります。さきほど考えた檸檬の爆発の意味
が，本作品の舞台となる京都とどうかかわっているの
であろうか。自分の考えたことを上の枠に，他の人の
意見や説明を聞いて気づいたことを下の枠に書こう。」
である。

この設問の解答は問一の解答をもとに考えるもので
あったため，ほとんどの解答が西洋と東洋との二項対
立の視点を取り入れたものとなっていた。問一の傾向
と異なる点は，問二は「私」の心情把握を中心とした
分析がほとんどを占めるようになっていたことである。

主な解答の内容は，次の三つに分けられる。
一つ目の解答は，レモンを爆破したことで，心の拠

り所となるものがなくなったために，「私」は不安定
になった。また京都の街から西洋的近代の記号が実際
に消えるわけではないため，その場から逃げたい，あ
るいは現状を変えられないという「私」の諦観が表れ
ていると分析したものである。

二つ目の解答は一つ目と同様に，現状を変えられな
いという意見が主であったが，「私」の気持ちが「下がっ
た」，あるいは特に心情に変化はないというもので，西
洋と日本文化との対立を深く考える意見ではなかった。

最後に三つ目の解答は，レモンを爆破させたことで
西洋のものを排除し，「私」は京都の街でも自信をもっ
て生きていくことができるようになったというもので
あった。

この問二については，指導者の説明によらない生徒の
意見が反映されていると言い得るのではないだろうか。

（2）研究授業実施後のアンケート調査
高大連携の研究授業を行った後，受講した生徒に対

してアンケート調査を行った。受講した生徒のうち，
アンケートに回答した生徒は75名であった。調査内
容とその結果については以下の通りである（資料4）。

この他，「感想・さらなる疑問など」を自由記述で
回答させた。その結果，「一つの作品のいろいろな読
み方があって面白いと思った。」や「他の作品と読み
比べることはやったことがなかったので，よい勉強に
なりました。」，「「檸檬」で疑問に思っていた部分につ
いて新たな考え方をすることで，自分の中でいろいろ
と納得することができました。」と好印象であった。
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一方で，「結局，梶井が何を言いたかったのかよく
分からなかった。」や「西洋から日本へという構造が
あるように思えましたが，このことから作者は何を訴
えたかったのか。」など，作者の意図から自由になる
という授業での説明を十分に理解できていないと思わ
れる記述も見られた。ただし，こうした生徒の感想は，
授業内容に対して「難しい」と答えた生徒が3割を占
めた実態を反映したものだといえる。

この高大連携の授業の難易度に関しては次章で詳し
く述べるが，研究授業を通して，大学で学ぶ多様な読
み方を理解させることが達成できたといえる。そのた
め，当初の目的であった大学の知見を高校生と共有す
ることができたと考えられる。ただし，ワークシート
の生徒の解答を見る限り，授業内容についての理解度
に「丁度いい」と答えた6割の生徒の実態も注意深く
検討する必要があるであろう。

5．高大連携の授業を実施する際の留意点と改善策

前章でも述べた通り，研究授業を受けた生徒の3割
半は学習内容に関して「難しい」と答えた。その一方
で，「丁度いい」と答えた生徒が多数を占めた。この
結果をもたらした理由として，主発問に対する生徒の
考えを促すための支援が十分に行われたためだと考え
られる。具体的には，当時の時代背景や文化について
指導者が説明を加えたり，レモンを「檸檬」と漢字で
表記することに注目させたりするなどの指導がなされ
たためだと考えられる。このように，「講義内容の難
易度」を「丁度いい」と回答した背景には，生徒が指

導者の解説を理解しやすいと評価したことが推測され
るのである。そのため，生徒が大学で学ぶ内容の難易
度を評価して「丁度いい」と回答した否かに関しては
明らかではないのである。こうしたことを踏まえると，
高大連携の授業を実施する際には，その授業で扱う学
習内容の難易度が問題になるといえる。

大学と高等学校の授業を接続するため，学習内容そ
れ自体が難化することが考えられる。しかし，そうし
た高度な学習内容を，水準を落として学習活動に取り
入れて指導することは，高大連携を図る授業の連続性
をもたせるという点ではふさわしくない。一方で，学
習者が理解不可能な内容を扱うことは学習者にとって
効果的な授業とは言い得ない。

こうした高大連携の授業における学習活動の難易度
の問題を踏まえて，今後は学習内容や学習活動を決定
していくことが求められる。その際，高大連携の授業
を行う準備段階で大学教員と現場の教員が連絡をと
り，学習者である生徒の能力や学習の履歴などを大学
教員が把握する必要がある。加えて，現場の教員も大
学教員が想定している学習活動を把握し，事前に授業
内容の検討をする必要があるといえる。

6．本研究の総括

本研究では，文部科学省の「高大接続改革」を推進
するにあたって，高等学校での学びから大学までの学
びに連続性をもたせることを目的とした高大連携の授
業を実施した。具体的には，梶井基次郎「檸檬」を用
いて，高校生に大学で学ぶ作品の分析方法に基づいて
物語を読むことを指導することによって，高等学校ま
での学びに大学で学ぶ内容を導入的に取り入れた。

実施した研究授業では，レモンの爆破が本作品の中
でどのような意味をもつのかを考える発問を行った。
一部の生徒は，ワークシートに本作品には西洋に対す
る批判意識があると解答していた。つまり，「私」と
いう登場人物の心情把握を離れて，作品を通して読み
とれることについて考察し，解答を導き出すことがで
きていたのである。ただし，授業で扱った内容が難し
く，必ずしも全ての生徒が従来の国語教育での読み方
とは異なる読み方を示したわけではない。

しかし，大学で学ぶ文学作品の分析を高校生に体験
させ，より自由な読みへと多くの生徒を導くことがで
きたといえる。そのため，当初の目的であった高等学
校までの学びに，大学の学びの導入することは可能で
あると言い得るのではないだろうか。

また，当初の想定からは外れるが，次のような成果
も得られた。研究授業の導入では，「レモン哀歌」と「檸
檬」に用いられるレモンのイメージの違いについて比
較分析を行った。生徒は両作品の相違点に注目するこ
とで，心情把握だけではない作品分析の視点を獲得で

資料 4　研究授業のアンケート結果
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きる可能性を示したのである。
以上のように，本研究では，大学で学ぶ作品の分析

方法を導入することを通して，国語教育での読解に新た
な知見を接続することの有効性を確認できたと考える。

注
1） 文部科学省「大学入学者選抜の改善をはじめとす

る高等学校教育と大学教育の円滑な接続と連携の
強化のための方策について（諮問）」，（2012年8
月28日 ） http://www.mext.go.jp/b_menu/
shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1325060.htm 

（2019年9月23日　閲覧）
2） 文部科学省が平成27年に発表した「高大接続改

革」の具体的な実行プランは以下を参照のこと。
 文部科学省「高大接続改革実行プランについて」

（2015年1月16日） 
 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/

chukyo12/sonota/1354545.htm （2019年9月23日　
閲覧）

3） 文部科学省の「高大接続改革」に係る質問と回答
（FAQ）の「1-1-1「高大接続改革」とはどのよう
な改革ですか。」を参照した。

 http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/koudai/
detail/1402115.htm （2019年9月23日　閲覧）

4） 大滝一登「高等学校における国語表現指導の可能
性と課題　̶高大連携授業でのディベート指導を
例として̶」（『ノートルダム清心女子大学紀要　
日本語・日本文学編』第35巻第1号，2011年3月）

5） 鈴木宏子「古典和歌を詠もう　̶高大連携授業に
おける実践とその分析̶」（『千葉大学教育学部研
究紀要』第67巻，2019年3月）

6） 富樫千紘「アクティブ・ラーニングと高大連携を
生かした国語表現の実践　̶地域連携授業の展望
と課題̶」（『稚内北星学園大学紀要』第17号，
2017年3月）。富樫氏の授業実践では，高校生が
大学生へ母校の魅力を伝えるという活動に取り組
んでおり，高校生が大学へと働きかけるという高
大連携の授業のあり方を提示している。

7） 寺島徹，樋口敦士「日本語表現の力を高めるため
の小論文指導　̶高大連携を視野に入れた国語科
におけるブレーンストーミングの試み̶」

（『Journal of the School of Liberal Arts』第4巻，
2012年）。この実践報告は，大学教員である寺島
氏考案の授業方法を，高等学校教諭である樋口氏
が実践した成果である。

8） 調査にあたって，横井健先生（前掲）に御協力頂
いた。

9） 神田由美子「梶井基次郎「檸檬」の丸善」（鈴木
貞美編『梶井基次郎『檸檬』作品論集』，クレス
出版，2002年9月，327頁）

10） 神田氏前掲，同頁
11） 本田孔明「幻の街̶̶梶井基次郎「檸檬」論̶̶」

（『季刊文学』第5巻第4号，1994年，107頁）
12） 山根宏「「恋愛」をめぐって―明治20年代のセク

シュアリティ―」（『立命館言語文化研究』第19
巻4号，立命館大学国際言語文化研究所，2008年
3月）を参照した。

（2020年9月16日受理）
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